
田尻町立中学校(ＴＭ校)
取組み説明

2026/9/9(水) 14:30～15:20

1. 研究テーマの設定理由
2. 学校の具体的な取組について
3. 質疑応答



1. 研究テーマの設定理由

自分で課題を発見して、粘り強く挑戦できる子どもの育成
（＝課題発見力） （＝粘り強さ）

文章を正しく読み、
自分の思いや考えを表現できる
子どもの育成

昨年度の小学校の研究テーマ

集中して勉強する雰囲気を大切
にした「やる気の出る授業」
をめざして

昨年度の中学校の研究テーマ

今年度の小中学校の研究テーマ

方
向
性
を

揃
え
た
い

班活動

学力課題のある子どものリスト化
→朝学習、昼学習、放課後学習

キュビナ 説明文の長文読解
テスト計画表

自主学習ノート

振り返り活動

家庭学習習慣

これまでの取組
を大切にしつつ



自分で課題を発見して、粘り強く挑戦できる子どもの育成
今年度の小中学校の研究テーマ

（＝課題発見力） （＝粘り強さ）

最近、〇〇力って言葉が多くて、ブレますよね。だから…

を
も
と
に



1. 研究テーマの設定理由

自分で課題を発見して、粘り強く挑戦できる子どもの育成

～「班活動」と「振り返り活動」の充実～

（＝課題発見力） （＝粘り強さ）

課題発見力とは？
疑問や問い、課題(≠弱点)を発見できる力。

塾でも宿題が与えられることが多く、自分で課題を考え、
取り組む機会が少なくなっている。
ＡＩ(課題解決が得意)が発展し、これからの社会ではより
求められていく。

なぜだろう？ やってみよう！



(参考) ＡＩは課題解決が得意



●現行の学習指導要領では…
学習の基盤となる資質・能力として

●次期学習指導要領(論点整理)でも…
総合の目標等において重視、各教科等の学習の課程として重視

目標を立て、
評価をする

あらゆる教科等に
共通した学習の基盤

→教科横断的な視点で
育んでいく

(参考) 学習指導要領でも位置付けられている



●テスト
・数学的リテラシー → １位
・科学的リテラシー → １位
・   読解力        → ２位

●アンケート
・自律学習を行う自信 → 34位
（「自力で学校の勉強をこなす」「自分で

学校の勉強をする予定を立てる」など）

(参考) PISA2022でも課題が見られた

OECD加盟国
３７か国中…



●テスト
・数学的リテラシー → １位
・科学的リテラシー → １位
・   読解力        → １位

●アンケート
・自律学習を行う自信 → ？位
（「自力で学校の勉強をこなす」「自力で

学校の勉強をする予定を立てる」など）

(参考) PISA2025

OECD加盟国
３8

か国中…

日本 20.6%
OECD 37.3%



授業 家庭学習

日常的な一斉授業では、

課題発見力を高めるビジョン

教師が
めあて・課題を

与える
＜

子どもと一緒に
めあて・課題を

立てる
＜

子どもが自分で
めあて・課題を

立てる

総合では、

導入
国語での

初発の感想 振り返り

自主学習ノート
(小学校)

キュビナ など
(小中学校)



振り返り活動

班活動

1. 研究テーマの設定理由

自分で課題を発見して、粘り強く挑戦できる子どもの育成

～「班活動」と「振り返り活動」の充実～

（＝課題発見力） （＝粘り強さ）

課題発見力

粘り強さ

を高めるために

・研修で、振り返り活動の校内の好事例を紹介
・「分かったこと」だけではなく、「なぜだろう？」

「やってみたい！」という振り返りをもっと価値づけ
ていこう！

・そもそも、「なぜだろう？」「やってみたい！」と
いう振り返りを引き出す授業をしていこう！

・学力課題のある生徒も含めて

町が設定

学校が設定



ギミックブラッシュアップシートの活用
目的 「分かったこと」だけではなく、

「なぜだろう？」「やってみたい！」も
引き出すために、子どもの感情を動かす
仕掛けを意識した授業づくり

学習活動よりも(授業を見たら分かるから)
工夫に重きを置きたい

生徒を想像しながら
授業づくりしてほしい

少し詳しく↓



年度初めの研修で伝えたこと

2. 学校の具体的な取組について



集中できる授業
•授業規律が成立している

•生徒を集中させる流れのある組み立て

•無駄な言葉を減らす → 授業のアウトラインができているのか

やる気のでる授業
スモールステップを意識した向上心の起こる組み立て

題材（内容）そのものが生徒を引きつけるものになっている



授業のアウトライン

班を生かした授業づくりを考える

授業規律

班活用の技術 振り返り



基礎問題の取り組み方

①定期テストごとに

「受験までに必ず解けるようになってほしい問題」
を決める

②全問正解ができるようにテスト前に取り組む

③テストに臨む

基礎問題



◆班を活性化させる活用の仕方とは
•教えあい”をどのように活性化させるのかにこだわる

⇒どんな工夫をしてしかけていくのか

・班員全員の答えをききたいと思える問を

・“教える”“教えられる”の関係をひっくり返す工夫を



◆今年取り組んでいくこと

①授業参観弟子入り制度

•２カ月に１回の参観をしてください。（１回はグループ内で）

•師匠からこだわるべきポイントを提示してもらってください。

•学期の終わりに師匠は評価をしてあげてください。

②学期に1回の授業研

第１回 「振り返りに意味がある授業とは」 ：中野さ先生

第2回 中野こ先生



ご清聴

あり
がとうございました


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13: 集中できる授業
	スライド 14: 班を生かした授業づくりを考える
	スライド 15
	スライド 16: ◆班を活性化させる活用の仕方とは
	スライド 17: ◆今年取り組んでいくこと
	スライド 18

